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「
没
後
一
〇
〇
年

	服
部
長
七
と
近
代
産
業
遺
産
」
展
の
開
催
と
前
浜
新
田
干
拓
堤
防
護
岸
の
発
見

	

藤
井
達
吉
作
「
土
星
」
に
つ
い
て

研
究
紀
要

研
究
紀
要

7　

前
掲
註
6
、
二
三
三
頁

8　

前
掲
註
6
、
二
三
三
頁

9　

藤
井
が
こ
の
と
き
献
納
し
た
「
桜
に
富
士
の
屏
風
」
の
所
在
は
現
在
不
明
で
あ
り
、
戦
災
な
ど
に
よ
っ
て
消
失
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
作
品
の
下
絵
で
あ
る
「
出
現
」（
一
九
四
二
年
・
愛
知
県
美
術
館
蔵
）
が
現
存
し
て
お
り
、「
桜
に
富
士
の
屏
風
」
の
姿
を
想
像
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

10　
「
梅
百
題
」
の
解
読
に
つ
い
て
は
土
生
和
彦
「
藤
井
達
吉
《
梅
百
題
》
解
題
」『
碧
南
市
藤
井
達
吉
現
代
美
術
館
年
報　

平
成
22
・
23
年
度
／
研
究
紀
要

N
o.2

』
二
〇
一
三
年
、
を
参
考
に
し
た
。

11　

前
掲
註
6
、
一
七
五
頁

12　

一
九
三
三
年
の
八
月
三
日
に
ド
イ
ツ
、イ
ギ
リ
ス
な
ど
各
地
で
観
測
さ
れ
た
。
日
本
で
は
九
月
二
日
に
宮
本
正
太
郎
が
確
認
し
て
い
る
。
一
九
三
三
年
の『
天

界
』
一
五
〇
号
に
は
「
白
紋
は
一
つ
で
は
無
く
、
少
な
く
と
も
二
つ
三
つ
の
大
小
白
紋
が
眞
珠
の
玉
を
並
べ
た
如
く
美
し
く
並
列
し
、
輝
や
き
は
頗
る
強
い
」

と
そ
の
様
子
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
二
つ
三
つ
の
大
小
白
紋
が
並
ぶ
、
と
い
う
記
載
か
ら
も
、
藤
井
が
こ
の
時
の
土
星
の
様
子
を
意
識
し
た
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。

13　
『
史
籍
雑
纂
』
2
巻
、
一
九
一
一
年
〜
一
二
年
、
国
書
刊
行
会
、
二
四
四
頁

14　

ジ
ョ
ン
・
セ
ー
リ
ス
『
日
本
渡
航
記
』
一
九
四
四
年
、
十
一
組
出
版
部
、
一
四
六
頁
に
「
銀
臺
鍍
金
の
筒
入
り
望
遠
鏡
一
個
」
と
あ
る

15　

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
江
戸
初
期
の
光
学
製
品
輸
入
に
つ
い
て
」『
洋
学
』
第
12
号
、
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
三
年
に
は
、
一
六
四
〇
年
か
ら
一
六

七
六
年
に
か
け
て
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
経
由
で
限
ら
れ
た
注
文
主
を
相
手
に
少
な
く
と
も
一
六
九
本
輸
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
永
積
洋
子
編
『
唐

船
輸
出
入
品
数
量
一
覧
：
1
6
3
7
年
‐
1
8
3
3
年
：
復
元
唐
船
貨
物
改
帳
・
帰
帆
仁
荷
物
買
渡
帳
』
創
文
社
、
一
九
八
七
年
、
に
は
断
片
的
で
は
あ

る
が
日
中
貿
易
資
料
か
ら
一
七
五
六
年
に
一
〇
〇
本
の
望
遠
鏡
が
輸
入
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

16　

こ
の
点
は
中
村
士
『
東
洋
天
文
学
史
』
二
〇
一
四
年
、
丸
善
出
版
、
な
ど
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

17　

島
野
隆
夫
『
商
品
生
産
輸
出
入
物
量
累
年
統
計
表
』
一
九
八
五
年
、
有
恒
書
院
、
五
八
五
頁

18　

前
掲
註
17
、
五
八
五
頁

19　

前
掲
註
17
、
五
八
五
頁

20　

50
年
史
編
集
専
門
委
員
会
編
『
50
年
の
歩
み
』
一
九
六
七
年
、
日
本
光
学
工
業
、
一
六
五
頁

21　
『
科
学
画
報
』
十
一
月
号
、
一
九
二
六
年
、
誠
文
堂
新
光
社
、『
科
学
画
報
』
一
月
号
、
一
九
二
七
年
、
誠
文
堂
新
光
社

22　

前
掲
註
17
、
五
八
五
頁

（
付
記
）
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
所
蔵
者
の
方
か
ら
格
別
の
ご
配
慮
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
の
愛
知
県
碧
南
市
出
身
で
「
人
造
石
（
長
七
た
た
き
）」
を
考
案
し
た
服
部
長
七
（
一
八
四
〇
〜
一
九
一
九
）
が
没
し
て
か
ら
二

〇
一
九
（
令
和
元
）
年
で
百
年
を
迎
え
た
。
こ
の
こ
と
を
記
念
し
、
碧
南
市
・
碧
南
市
教
育
委
員
会
で
は
、
同
年
一
〇
月
一
八
日
か
ら
一

一
月
一
七
日
ま
で
碧
南
市
藤
井
達
吉
現
代
美
術
館
に
お
い
て
、
歴
史
系
企
画
展
「
没
後
一
〇
〇
年 

服
部
長
七
と
近
代
産
業
遺
産
」（
以
下
、

「
本
展
」と
い
う
。）を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
展
示
準
備
の
過
程
に
お
い
て
、服
部
長
七
の
出
生
地
で
あ
る
碧
南
市
域
で
初
め
て
、

長
七
が
手
が
け
た
人
造
石
工
法
の
護
岸
が
確
認
さ
れ
た
（
前
浜
新
田
干
拓
堤
防
護
岸
）。

　

上
記
の
経
緯
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
稿
で
は
、
本
展
開
催
の
経
緯
と
ね
ら
い
・
内
容
、
碧
南
市
に
お
け
る
服
部
長
七
の
事
績
が
現
在
の
碧

南
市
に
与
え
て
い
る
事
柄
、
企
画
展
で
取
り
上
げ
た
服
部
組
の
番
頭
・
岡
本
小
治
郎
氏
に
関
わ
る
史
料
内
容
や
前
浜
新
田
護
岸
の
発
見
経

緯
、
そ
れ
を
受
け
て
の
今
後
の
取
組
み
目
標
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

一
　
本
展
開
催
の
経
緯
と
ね
ら
い
・
内
容

　
（
一
）
碧
南
市
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

　

服
部
長
七
は
、
一
八
四
〇
（
天
保
一
一
）
年
に
三
河
国
碧
海
郡
棚
尾
村
西
山
（
現
碧
南
市
）
に
生
ま
れ
、
明
治
年
間
に
人
造
石
工
法
を

考
案
し
、こ
れ
を
全
国
に
普
及
さ
せ
た
土
木
事
業
家
で
あ
る
。
晩
年
は
岩
津
天
満
宮
（
岡
崎
市
）
の
復
興
に
尽
力
し
、一
九
一
九
（
大
正
八
）

年
に
死
去
し
た
。
本
葬
儀
は
、
出
生
地
の
近
く
の
精
界
寺
（
碧
南
市
）
で
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
服
部
長
七
の
顕

彰
は
岩
津
天
満
宮
を
中
心
に
、
出
生
地
の
碧
南
で
も
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
碧
南
市
・
碧
南
市
教
育
委
員
会
が
取
り
組
ん
だ
服
部

長
七
の
顕
彰
の
な
か
か
ら
、
本
展
の
開
催
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
二
点
の
伝
記
・
物
語
を
紹
介
す
る
。

　

① 

中
根
仙
吉
「
服
部
長
七
伝
」
一
九
五
五
年

　
『
碧
南
市
史
料
』
第
八
輯
（
碧
南
市
役
所
内 

碧
南
市
史
編
纂
会
）
で
発
行
さ
れ
た
服
部
長
七
の
伝
記
で
あ
る
。
著
者
は
当
時
碧
南
市
立

大
浜
中
学
校
教
諭
、
の
ち
教
育
長
。
内
容
は
伝
記
・
逸
話
集
・
年
譜
・
資
料
集
か
ら
な
る
。
刊
行
当
時
の
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
内
容
の

収
録
等
、
特
に
伝
記
や
逸
話
集
が
服
部
長
七
の
人
物
像
を
理
解
す
る
の
に
重
宝
さ
れ
て
い
る
。

「
没
後
一
〇
〇
年 

服
部
長
七
と
近
代
産
業
遺
産
」
展
の
開
催
と

前
浜
新
田
干
拓
堤
防
護
岸
の
発
見

�

豆
田
　
誠
路

展示パンフレット表紙「没後100年 服部長七と近代産業遺産」展展示風景
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「
没
後
一
〇
〇
年

	服
部
長
七
と
近
代
産
業
遺
産
」
展
の
開
催
と
前
浜
新
田
干
拓
堤
防
護
岸
の
発
見

	

「
没
後
一
〇
〇
年

	服
部
長
七
と
近
代
産
業
遺
産
」
展
の
開
催
と
前
浜
新
田
干
拓
堤
防
護
岸
の
発
見

	

研
究
紀
要

研
究
紀
要

用
し
た
。

　
（
イ
）
関
連
行
事

・
対
談
「
服
部
長
七
の
波
乱
に
満
ち
た
生
涯
を
語
る
」

　
　

話
し
手
：
服
部
憲
明
氏
（
岩
津
天
満
宮
宮
司
）

　
　

司　

会
：
浅
井
久
夫
氏
（
碧
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

　
　

実
施
日
：
二
〇
一
九
年
一
一
月
一
六
日

・
講
演
会

　
　

講　

師
：
天
野
武
弘
氏
（
愛
知
大
学
中
部
地
方
産
業
研
究
所
研
究
員
、
産
業
考
古
学
会
会
長
）

　
　

演　

題
：
日
本
の
近
代
化
を
進
め
た
服
部
長
七
と
人
造
石
工
法
（
長
七
た
た
き
）

　
　

実
施
日
：
二
〇
一
九
年
一
一
月
二
日

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
長
七
た
た
き
を
つ
く
ろ
う
！
」

　
　

講　

師
：
稲
垣
尚
人
（
当
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）

　
　

実
施
日
：
二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
六
日

　

展
示
の
ね
ら
い
で
述
べ
た
こ
と
を
関
連
行
事
で
も
具
体
化
し
た
。
服
部
長
七
の
人
物
像
に
つ
い
て
は
、
対
談
と
い
う
形
式
を
採
っ
た
。

浅
井
久
夫
氏
を
聞
き
手
に
、
服
部
長
七
の
御
係
累
に
あ
た
る
服
部
憲
明
宮
司
に
、
伝
記
で
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
部
分
を
含
め
て
お
話
を
い

た
だ
い
た
。

　

ま
た
服
部
長
七
が
考
案
し
た
人
造
石
・
同
工
法
に
つ
い
て
は
、
天
野
武
弘
氏
に
よ
る
詳
細
な
講
演
と
、
長
七
た
た
き
（
人
造
石
）
を
つ

く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。

　

特
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
小
学
生
以
上
の
参
加
者
に
よ
り
「
長
七
た
た
き
」
を
制
作
し
た
。
人
造
石
は
、
消
石
灰
と
真
砂
土
（
風
化

花
崗
岩
、
サ
バ
土
）
を
原
料
に
水
を
加
え
て
練
り
、
こ
の
練
り
土
を
叩
き
締
め
た
も
の
で
あ
る
。
材
料
は
一
般
に
入
手
で
き
、
事
前
に
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
で
消
石
灰
と
真
砂
土
（
山
土
）
を
購
入
し
、
天
野
武
弘
氏
よ
り
消
石
灰
と
真
砂
土
と
水
の
配
合
比
（
重
量
比
）
に
つ
い
て
御

教
示
を
得
た
。
ま
た
担
当
講
師
が
参
加
者
分
の
木
枠
（
内
寸
14
㎝
四
方
、
深
さ
4
㎝
）
を
用
意
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
臨
ん
だ
。

　

当
日
は
、担
当
講
師
の
指
導
に
よ
り
、ま
ず
個
人
そ
れ
ぞ
れ
が
木
枠
底
板
に
発
泡
ウ
レ
タ
ン
の
パ
ネ
ル
片
を
は
り
つ
け
、図
柄
を
作
っ
た
。

次
に
、
消
石
灰
と
真
砂
土
を
配
合
し
て
水
を
加
え
て
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
た
。
最
後
に
、
木
枠
に
練
り
土
を
つ
め
て
、「
た
た
き
」
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
、
叩
き
締
め
た
。
こ
う
し
て
約
一
週
間
後
、
参
加
者
思
い
思
い
の
「
長
七
た
た
き
」
が
完
成
し
た
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
机
上
の
説
明
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
実
践
し
て
「
確
か
に
固
ま
る
」
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
た
。
個
人
的
に
は
、
水
の
量
が
も
う
少
し
必
要
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
分
人
造
石
が
少
し
ポ
ロ
ポ
ロ
と
崩
れ
て
し
ま
っ
た
、
な
ど
の

　

② 

浅
井
久
夫
『
服
部
長
七
物
語
』
二
〇
一
〇
年

　
『
碧
南
市
史
料
』別
巻
五（
碧
南
市
教
育
委
員
会
）で
発
行
さ
れ
た
服
部
長
七
の
物
語
で
あ
る
。
著
者
は
碧
南
市
市
史
資
料
調
査
員
で
、『
藤

井
達
吉
物
語
』
を
は
じ
め
と
し
た
碧
南
出
身
・
ゆ
か
り
の
人
物
伝
を
物
語
形
式
で
数
多
く
執
筆
し
て
い
る
。
本
物
語
も
、
ひ
ろ
く
小
学
校

高
学
年
か
ら
大
人
の
読
者
を
想
定
し
て
執
筆
し
て
い
る
。
同
内
容
で
装
丁
を
変
更
し
た
岩
津
天
満
宮
版
が
翌
年
発
行
さ
れ
た
。

　
（
二
）
歴
史
系
企
画
展
「
没
後
一
〇
〇
年 

服
部
長
七
と
近
代
産
業
遺
産
」

　

① 

経
緯

　

こ
の
よ
う
に
、
碧
南
市
・
碧
南
市
教
育
委
員
会
で
は
、
折
に
触
れ
て
服
部
長
七
の
顕
彰
に
努
め
て
き
た
。
こ
う
し
た
自
然
な
流
れ
の
な

か
で
、
服
部
長
七
の
没
後
百
年
を
迎
え
た
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
に
、
記
念
の
企
画
展
を
企
図
し
、
開
催
す
る
は
こ
び
と
な
っ
た
。

　

② 

ね
ら
い

　

碧
南
市
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
か
ら
、
服
部
長
七
の
人
物
像
と
い
う
観
点
で
は
調
査
研
究
が
進
ん
だ
と
い
え
る
。
し
か
し
、
そ

も
そ
も
服
部
長
七
が
考
案
し
た
「
人
造
石
」
と
は
何
か
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
固
ま
る
の
か
、
と
い
う
基
本
的
な
事
柄
に
つ
い
て
、
担
当

学
芸
員
で
あ
る
筆
者
自
身
が
よ
く
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
展
で
は
服
部
長
七
の
人
物
像
（
文
系
的
要
素
）

と
、
長
七
が
考
案
し
た
人
造
石
・
人
造
石
工
法
（
理
系
的
要
素
）
の
双
方
に
つ
い
て
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
理
解
を
深
め
て
頂
く
こ
と
を
展
示

の
ね
ら
い
と
し
た
。
幸
い
、
人
造
石
工
法
に
つ
い
て
長
年
研
究
さ
れ
て
い
る
天
野
武
弘
氏
の
論
考
や
講
演
に
接
し
た
こ
と
が
あ
り
、
天
野

氏
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
展
示
準
備
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
幸
い
で
あ
っ
た
。

　

③ 

開
催
内
容

　
（
ア
）
展
示

　

概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

名
称
：
没
後
一
〇
〇
年 

服
部
長
七
と
近
代
産
業
遺
産

　
　

会
期
：
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
一
〇
月
一
八
日
〜
一
一
月
一
七
日

　
　

会
場
：
碧
南
市
藤
井
達
吉
現
代
美
術
館 

二
階
展
示
室
二

　
　

主
催
：
碧
南
市
・
碧
南
市
教
育
委
員
会
・
碧
南
市
藤
井
達
吉
現
代
美
術
館

　
　

協
力
：
岩
津
天
満
宮 

碧
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

　
　

構
成
：
第
一
章 

服
部
長
七
、
第
二
章 

人
造
石
遺
産

　
　

出
品
点
数
：
三
一
点

　

現
在
、
服
部
長
七
に
関
わ
る
資
料
の
多
く
は
岩
津
天
満
宮
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
展
で
も
出
品
資
料
の
多
く
を
岩
津
天
満
宮
よ
り
借

「服部長七伝」『服部長七物語』
ワークショップの様子
消石灰と真砂土に水を加えて練る

ワークショップの様子
参加者（小学生）が制作した長七たたき

対談の様子
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「
没
後
一
〇
〇
年

	服
部
長
七
と
近
代
産
業
遺
産
」
展
の
開
催
と
前
浜
新
田
干
拓
堤
防
護
岸
の
発
見

	

「
没
後
一
〇
〇
年

	服
部
長
七
と
近
代
産
業
遺
産
」
展
の
開
催
と
前
浜
新
田
干
拓
堤
防
護
岸
の
発
見

	

研
究
紀
要

研
究
紀
要

　

こ
の
同
じ
校
地
内
に
、
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
に
当
時
の
新
川
小
学
校
六
年
生
が
作
っ
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状
の
「
長
七
た
た
き
」
が

残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
じ
時
に
、
型
枠
を
使
っ
て
作
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
状
の
「
長
七
た
た
き
」
百
個
を
使
用
し
て
、
碧
南
市
役
所
敷
地
北

西
隅
に
「
長
七
た
た
き
の
小
径
」
が
設
置
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
碧
南
市
域
で
は
、
服
部
長
七
翁
ゆ
か
り
の
関
係
者
や
、
寺
社
の
檀
家
・
氏
子
の
方
々
に
よ
り
崇
敬
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、

地
元
の
小
学
校
を
中
心
と
し
た
学
校
教
育
の
な
か
で
、
折
に
触
れ
て
顕
彰
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

三
　
本
展
に
関
連
し
た
番
頭
・
岡
本
小
治
郎
氏
の
史
料
内
容
や
前
浜
新
田
の
発
見
経
緯
、
そ
れ
を
受
け
て
の
今
後
の
取
組
み
目
標

　

さ
て
、
三
章
で
は
本
展
に
関
連
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
や
今
後
の
取
組
み
目
標
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。

　
（
一
）
岡
本
小
治
郎
氏
所
蔵
資
料
（
岡
本
隆
史
氏
蔵
）

　

人
造
石
工
法
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
法
が
普
及
す
る
ま
で
の
過
渡
期
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
と
、
そ
れ
を
考
案
し
た
服

部
長
七
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
長
七
が
設
立
し
た
服
部
組
の
経
営
実
態
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
の
な
か
に
は
今
後
の
課

題
と
し
て
指
摘
し
た
も
の
が
あ
る2

。

　

そ
こ
で
本
展
で
は
、当
時
服
部
組
で
番
頭
を
務
め
た
岡
本
小
治
郎（
一
八
六
〇
〜
一
九
三
四
）の
御
係
累
か
ら
所
蔵
資
料
の
一
部
を
借
用
・

展
示
し
た
。
展
示
物
は
二
点
で
、
岡
本
小
治
郎
氏
の
後
年
の
肖
像
写
真
と
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
の
服
部
組
辞
令
（
副
監
督
長
に
任

じ
る
）
で
あ
る
。
し
か
し
所
蔵
資
料
に
は
全
国
各
地
の
現
場
で
詰
め
た
小
治
郎
と
服
部
長
七
の
往
復
書
簡
な
ど
が
多
数
残
さ
れ
て
い
る
。

書
簡
そ
の
も
の
が
一
次
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
り
、
今
後
の
地
道
な
調
査
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
（
二
）
前
浜
新
田
干
拓
堤
防
護
岸 

発
見
の
経
緯

　

本
展
の
展
示
準
備
中
、
碧
南
市
前
浜
新
田
に
て
服
部
長
七
が
手
が
け
た
人
造
石
工
法
の
遺
産
を
確
認
し
、
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
七

月
一
七
日
に
報
道
発
表
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
こ
れ
を
取
材
し
て
い
た
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
株
式
会
社
キ
ャ
ッ
チ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

株
式
会
社
オ
フ
ィ
ス
げ
ん
ぞ
う
（
宮
本
雅
文
氏
）
の
協
力
を
得
た
。
天
野
氏
に
は
、
岩
津
天
満
宮
所
蔵
資
料
か
ら
一
九
〇
一
〜
〇
二
（
明

治
三
四
〜
三
五
）
年
に
服
部
長
七
が
手
が
け
た
箇
所
と
一
致
す
る
こ
と
を
指
摘
い
た
だ
き
、
服
部
長
七
が
手
が
け
た
人
造
石
護
岸
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
確
認
さ
れ
た
人
造
石
護
岸
の
全
長
は
二
か
所
で
計
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
に
の
ぼ
る
。
も
と
も
と
前
浜
新
田
は
、

一
八
二
九
（
文
政
一
二
）
年
に
造
ら
れ
た
（
堤
が
完
成
し
試
作
が
終
わ
っ
た
）。
当
時
は
当
然
海
に
面
し
て
お
り
、
護
岸
は
土
盛
り
で
あ
っ

た
と
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
か
ら
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
頃
ま
で
た
び
た
び
暴
風
雨
が
あ
り
護
岸
の

感
覚
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
服
部
長
七
の
人
造
石
工
法
に
関
し
て
は
、
多
く
の
人
夫
を
動
員
し
て
、
石
と
石
の
隙
間
に
練
り
土
を

挟
ん
で
い
く
と
い
う
作
業
工
程
上
、
材
料
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
現
場
で
安
定
し
た
練
り
土
を
作
り
出
し
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
も
想
像

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

二
　
碧
南
市
に
お
け
る
服
部
長
七
の
事
績
が
現
在
の
碧
南
市
に
与
え
て
い
る
事
柄
な
ど

　

次
に
、
現
在
の
碧
南
市
出
身
で
あ
る
服
部
長
七
の
事
績
が
、
現
在
の
碧
南
市
に
ど
の
よ
う
な
事
柄
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま

ず
は
服
部
長
七
が
没
し
て
以
来
の
当
地
で
の
顕
彰
に
つ
い
て
、
次
に
学
校
教
育
の
様
子
の
一
端
を
取
り
上
げ
た
い
。

　
（
一
）
顕
彰

　

①
「
人
造
石
発
明
者 

服
部
長
七
翁
之
碑
」（
新
川
神
社
、
元
精
界
寺
）

　

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
七
月
二
四
日
、
出
生
地
に
近
い
精
界
寺
で
服
部
長
七
の
葬
儀
が
執
り
行
わ
れ
た
。
そ
の
翌
年
、
長
七
の
遺
徳

を
偲
び
門
人
故
旧
に
よ
り
同
寺
境
内
に
「
人
造
石
発
明
者
服
部
長
七
翁
之
碑
」
が
建
立
さ
れ
た
。
碑
は
以
来
、
同
寺
境
内
に
長
ら
く
あ
っ

た
が
、
九
〇
余
年
を
経
て
損
傷
が
甚
だ
し
く
な
り
、
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
に
新
川
神
社
（
碧
南
市
千
福
町
一
丁
目
）
境
内
に
修
復
・

移
設
さ
れ
た
。
な
お
新
川
神
社
で
は
、
碧
南
市
新
川
地
区
出
身
の
服
部
長
七
・
岡
本
兵
松
・
角
谷
安
兵
衛
を
祭
神
と
し
て
い
る
。

　

②
「
服
部
長
七
生
誕
の
地
」
碑
（
御
鍬
社
）

　
「
人
造
石
発
明
者
服
部
長
七
翁
之
碑
」
が
移
設
さ
れ
た
翌
年
の
二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
に
、
出
生
地
近
辺
と
み
ら
れ
る
御
鍬
社
（
碧

南
市
西
山
町
七
丁
目
）
境
内
に
「
服
部
長
七
生
誕
の
地
」
碑
が
建
立
さ
れ
た
。
御
鍬
社
と
地
元
の
西
山
区
の
協
賛
の
も
と
、
岩
津
天
満
宮
・

岡
島
良
平
氏
が
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
岡
島
氏
は
長
七
と
昵
懇
で
あ
っ
た
元
新
川
町
長
岡
島
兵
作
の
孫
に
あ
た
り
、
碑
の
撰
文
・
字
も

担
わ
れ
た
。

　
（
二
）
学
校
教
育

　

服
部
長
七
の
出
生
地
は
、
現
在
の
碧
南
市
立
新
川
小
学
校
通
学
圏
内
に
あ
た
り
、
同
校
で
折
に
触
れ
て
顕
彰
さ
れ
て
き
た
。
も
と
も
と

新
川
小
学
校
の
正
門
前
（
現
在
の
新
川
交
番
付
近
）
に
は
「
征
清
記
念
碑
」
が
品
川
弥
二
郎
子
爵
（
一
八
四
三
〜
一
九
〇
〇
）
の
題
字
を

得
て
人
造
石
で
建
立
さ
れ
て
い
た
が
、昭
和
初
年
に
取
り
壊
さ
れ
た
と
い
う1

。
こ
う
し
た
人
造
石
の
痕
跡
が
新
川
小
学
校
の
校
地（
精
進
園
）

に
現
存
し
て
い
る
。
二
柱
一
対
の
門
柱
で
、
現
在
は
保
護
の
た
め
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
部
に
覗
き
窓
が
あ
り
、
人

造
石
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「人造石発明者 服部長七翁之碑」「服部長七生誕の地」碑
小学生が作った人造石（左上）と
人造石の旧門柱「長七たたきの小径」（碧南市役所北西隅）前浜新田干拓堤防護岸（碧南市川口町六丁目）
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「
没
後
一
〇
〇
年

	服
部
長
七
と
近
代
産
業
遺
産
」
展
の
開
催
と
前
浜
新
田
干
拓
堤
防
護
岸
の
発
見

	

「
没
後
一
〇
〇
年

	服
部
長
七
と
近
代
産
業
遺
産
」
展
の
開
催
と
前
浜
新
田
干
拓
堤
防
護
岸
の
発
見

	

研
究
紀
要

研
究
紀
要

造
石
遺
構
の
保
存
に
つ
い
て
も
強
く
意
識
し
て
い
き
た
い
。

（
註
）1　

中
根
仙
吉
「
服
部
長
七
伝
」『
碧
南
市
史
料
』
第
八
輯
、
一
九
五
五
年

2　

樋
口
輝
久
ほ
か
「
中
国
地
方
の
人
造
石
工
法
─
服
部
長
七
を
め
ぐ
る
人
間
関
係
─
」『
土
木
史
研
究
論
文
集
』
二
六
巻
（
土
木
学
会
、
二
〇
〇
七
年
）

3　

註
2
に
同
じ

4　
「
明
神
樋
門
、
明
神
川
逆
水
樋
門
」
二
基
（
大
府
市
横
根
町
所
在
、
愛
知
県
所
有
）　

令
和
二
年
七
月
一
七
日
文
化
審
議
会
答
申

5　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
の
技
術
史
を
み
る
眼
」
第
三
八
回
「
服
部
長
七
と
人
造
石
工
法 

産
業
近
代
化
の
基
礎
づ
く
り
を
担
っ
た
土
木
技
術
」（
令
和
二
年
七

月
一
九
日
、
於
碧
南
市
立
大
浜
公
民
館
、
主
催　

中
部
産
業
遺
産
研
究
会
、
後
援　

碧
南
市
教
育
委
員
会
ほ
か
）

（
初
出
） 『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
の
技
術
史
を
み
る
眼
」
第
三
八
回
「
服
部
長
七
と
人
造
石
工
法
〜
産
業
近
代
化
の
基
礎
づ
く
り
を
担
っ
た
土
木
技
術
〜 

─
講
演
報

告
資
料
集
─
』（
中
部
産
業
遺
産
研
究
会
、
二
〇
二
〇
年
七
月
一
九
日
）

　
　
　

  

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
の
技
術
史
を
み
る
眼
」
第
三
八
回
実
行
委
員
会
の
依
頼
に
基
づ
き
執
筆
し
た
。
本
紀
要
へ
の
収
録
に
あ
た
っ
て
は
、
レ
イ
ア
ウ
ト
や

若
干
文
言
を
変
更
し
た
が
、
論
旨
に
変
更
は
な
い
。

（
付
記
） 

歴
史
系
企
画
展
「
没
後
一
〇
〇
年 

服
部
長
七
と
近
代
産
業
遺
産
」
の
開
催
、
並
び
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
演
報
告
資
料
集
の
執
筆
に
あ
た
り
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
た
、
所
蔵
者
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
（
敬
称
略
）。

　
　
　
　

 

岩
津
天
満
宮　

株
式
会
社
オ
フ
ィ
ス
げ
ん
ぞ
う　

株
式
会
社
キ
ャ
ッ
チ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　

 

中
部
産
業
遺
産
研
究
会　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
の
技
術
史
を
み
る
眼
」
第
三
八
回
実
行
委
員
会

　
　
　
　

 

浅
井
久
夫　

天
野
武
弘　

岡
本
隆
史　

八
田
健
一
郎　

服
部
憲
明　

宮
本
雅
文

損
壊
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
人
造
石
工
法
で
堤
防
の
補
強
工
事
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
前
浜
新

田
の
外
周
の
多
く
が
人
造
石
工
法
で
工
事
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
の
一
三
号
台
風
や
一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）

年
の
伊
勢
湾
台
風
に
よ
り
大
き
く
損
壊
し
て
お
り
、
現
存
す
る
人
造
石
工
法
の
堤
防
の
な
か
で
碧
南
市
川
口
町
六
丁
目
付
近
が
現
状
間
近

で
み
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
川
口
町
一
丁
目
に
続
く
住
宅
地
の
裏
側
の
箇
所
で
も
、
人
造
石
工
法
の
護
岸
が

断
続
的
に
続
い
て
お
り
、
延
長
は
ま
だ
長
い
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。

　

こ
の
報
道
発
表
を
受
け
て
、
地
元
の
有
力
紙
で
あ
る
中
日
新
聞
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
幸
い
岩
津
天
満
宮
で
例
年
執
り
行
わ

れ
る
長
七
忌
の
日
（
七
月
一
八
日
、
こ
の
年
は
「
御
大
礼
記
念
服
部
長
七
翁
百
年
祭
」
の
日
）
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
（
三
）
今
後
の
取
組
み
目
標

　

服
部
長
七
の
出
生
地
・
碧
南
で
初
め
て
確
認
さ
れ
た
人
造
石
遺
構
の
前
浜
新
田
干
拓
堤
防
護
岸
（
碧
南
市
所
有
）
で
あ
る
が
、
他
市
町

の
状
況
も
踏
ま
え
つ
つ
、
適
切
な
保
存
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

筆
者
は
た
ま
た
ま
広
島
に
赴
く
機
会
が
あ
り
、
そ
の
折
長
七
が
手
が
け
た
広
島
の
干
拓
地
南
東
部
に
設
け
ら
れ
た
三
ツ
樋
（
広
島
市
南

区
宇
品
海
岸
三
丁
目
）
を
見
学
し
た
。
こ
れ
は
一
八
八
四
〜
八
九
（
明
治
一
七
〜
二
二
）
年
に
行
わ
れ
た
広
島
宇
品
築
港
・
新
開
築
堤
工

事
に
伴
い
築
か
れ
た
も
の
で
、先
行
研
究
で
は「
服
部
長
七
の
手
に
よ
る
現
存
最
古
の
人
造
石
構
造
物3

」と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

筆
者
が
見
学
し
た
二
〇
一
九
年
七
月
現
在
で
は
、
私
有
地
内
に
わ
ず
か
に
上
部
を
残
す
の
み
で
あ
り
、
近
隣
も
広
島
港
の
倉
庫
群
と
あ
っ

て
そ
の
存
在
を
知
る
者
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
貴
重
な
人
造
石
遺
構
と
は
知
ら
れ
ず
遺
構
が
滅
失
し
て
い
く
事
例
は
多
い
で

あ
ろ
う
。

　

一
方
、
長
七
が
一
八
九
三
〜
九
四
（
明
治
二
六
〜
二
七
）
年
に
手
が
け
た
三
重
県
・
四
日
市
旧
港
の
防
波
堤
は
、
南
へ
カ
ー
ブ
を
描
く

曲
線
式
の
波
止
場
を
人
造
石
で
築
い
た
も
の
で
「
潮
吹
き
防
波
堤
」
と
も
呼
ば
れ
、
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
に

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
（「
四
日
市
旧
港
港
湾
施
設
」）。

　

ま
た
愛
知
県
内
で
は
、
豊
田
市
の
百
々
貯
木
場
は
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
主
に
人
造
石
工
法
に
よ
っ
て
築
造
さ
れ
た
も
の
で
、
豊

田
市
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
（
但
し
服
部
長
七
が
手
が
け
た
も
の
で
は
な
い
）。

　

こ
の
ほ
ど
愛
知
県
大
府
市
で
は
、
人
造
石
工
法
に
よ
る
明
神
樋
門
（
一
九
〇
一
年
築
）
が
登
録
有
形
文
化
財
へ
登
録
さ
れ
た4

。

　

こ
う
し
た
人
造
石
遺
構
を
め
ぐ
る
文
化
財
と
し
て
の
取
扱
い
を
参
考
に
、
碧
南
市
前
浜
新
田
干
拓
堤
防
護
岸
の
現
況
を
把
握
し
、
登
録

有
形
文
化
財
へ
の
登
録
を
念
頭
に
置
い
た
措
置
も
検
討
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
服
部
長
七
が
手
が
け
た
前
浜
新
田
干
拓
堤
防
護
岸
の
発
見
や
本
展
の
開
催
、
並
び
に
令
和
二
年
七
月
に
開
催
さ
れ
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム5

で
の
議
論
を
通
じ
て
、
当
市
で
長
ら
く
行
わ
れ
て
き
た
服
部
長
七
の
顕
彰
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
長
七
が
手
が
け
た
人
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